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1. はじめに  

NEXCO 東日本新潟支社が管理する高速道路

縮装置からの凍結防止剤の混入した漏水により

塩害が顕在化している．これらの補修は，図-1

とおり止水対策，桁下・桁端小遊間部の補修を

りセットで行うのが望ましいが，遊間や桁下空

な場合，補修は困難を極め，これまでは補修で

ースも見受けられた． 

桁端小遊間部の補修は，伸縮装置本体の交換

て補修を行う，NSRV 工法 1）が開発されている

装置本体の取替えが必要ない場合や長時間の交

伴う場合は適用が困難である．このため，20m

狭小な遊間部の調査・補修を交通規制によらず

面から行う「桁

端小遊間部調

査・補修システ

ム」を開発し，

補修を行なった

ので報告する． 

2. 調査・補修の流れ 

桁端小遊間部の

調査・補修の流れを

図-2 に示す．各種調

査を行い補修範囲や

はつり深さを決定し

た後，WJ 工法により

劣化部をはつり(写真

-6)，鉄筋およびコン

クリート表面に鉄筋

防錆剤(塩分吸着剤入

りポリマーセメント

系鉄筋防錆剤)を吹付

け，型枠工法にて断

面修復を行った後，表面被覆(塗装)または含浸材

って補修が完了となる. 

キーワード  橋梁補修，桁端部，小遊間，調

連絡先  〒950-0917 新潟県新潟市中央区天神１

図-1 桁端部の補修イメ

図-2 調査・補修の流れ

遊間部の調査・補修システムの開発 
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路では，伸

り桁端部の

1 に示すよ

を可能な限

空間が狭小

できないケ

換と合わせ

るが，伸縮

交通規制が

mm 以上の

ず，橋梁側

材塗布を行

本システムの開発にあたり，調査

間内に挿入可能とするため機器の薄

ングを図っている． 

3. 移動装置及び調査・補修機器搭載

調査・補修(図-2)の作業位置は，

とし、交通規制を回避している．こ

補修に要する機器の搭載装置および

に移動可能な 3 種類の移動装置(図-3

移動装置は，小遊間内の不可視部に

置情報の記録機能を有している． 

 

 

 

 

 

 

4. 調査及び補修範囲の特定 

調査に先立ち搭載装置にWJ ノズ

内部の異物(スタイロホームなど)を除

劣化及び補修範囲の特定は，下記

または組合せて行う． 

①変状箇所・状況の概略を把握す

ラによる外観調査．②変状箇所・状

るため，診断・点検カメラによる画

等の外観調査(写真-2)．③

鉄筋腐食の可能性，腐食範

囲を把握するため自然電

位測定(写真-3)．④コンク

リートの浮き箇所を把握

するため打音調査(写真-4)．  

4-1. 外観調査 

外観調査(詳細把握)に使用する診

撮影高さ 40cmの範囲で連続して画像

0.2 ㎜以上のひび割れを判別すること

像をその場で確認できるのが最大の

調査，断面修復，ウォータージェット工法 

１－１ プラーカ3 東日本高速道路（株）新潟支社 ＴＥＬ

図-3移動装置（X型）の

メージ図 

写真

（ワイ

れ 

正会員 ○小川正幸 

     桑原俊彦 

     浅江大介 

査・補修機器を狭小遊

薄型化，ダウンサイジ

載装置 

橋梁側面からを基本

このため，各種調査・

び水平方向，上下方向

3)を開発した．なお，

にて使用するため、位

ズルを装着し，小遊間

除去する．(写真-1) 

記①～④の調査を単独

するため，CCD カメ

状況等の詳細を把握す

画像撮影及び画像解析

診断・点検カメラは，

像撮影が可能で，かつ

とができ，撮影した画

特徴である．  

Ｌ025-241-5159   

の概要図 

真-1 異物除去用のWJ 
イパー型移動装置搭載）
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4-2. 自然電位の測定 

小遊間で測定可能な小型照合電極を開発し，

に装着し測定を行う(写真-3)．測定精度の確認の

和硫酸銅電極による測定値との照合を行った結

に示す．その差はわずかな程度であり，測定精

がないことを確認している．  

 

 

4-3. 打音調査 

写真-4 に示す回転自在の多面体の転打子と

クを備えた打音装置を移動装置に装着し，調査

ンクリート面に転打子を接触・移動させ，転が

録・解析(写真-5)して変状有無・範囲の調査を行

5. 桁端小遊間部の補修 

 開発機器を使用して，塩害による劣化が生じ

空床版橋の狭小遊間部(30mm)で試験施工を行っ

5-1. はつり作業及び断面修復 

桁端部のはつり作業は，橋台パラペット側お

装置部を，スチールパイプ及び止水ゴムにて養

路肩側側面よりWJ削孔機により行った．はつり

WJ ではつり可能な深さ 5cmとし，1ｍ程度削孔

ズルを一旦引き戻し，はつり装置を 5cm ずつ下

上部より順に行った(写真-6)． 

断面修復工法は，内部に塩分が残存するため

を採用し，3 年以内に防錆雰囲気が形成(NO2
－

ル比が 0.8 以上)できる仕様とし，はつり作業完

写真-2 外観調査：診断・点検カメラ（左：装置、右

写真-3 自然電位測定 

（X型移動装置搭載） 

写真-4 打音点検装置 

図-4 小型照合電極の照

写真-5 解析波

 

，搭載装置

のため，飽

結果を図-4

精度に遜色

と集音マイ

査対象のコ

がり音を収

行う． 

 

じた RC 中

った． 

および伸縮

養生を行い，

り深さは，

孔した後ノ

下げながら

めSSI 工法

と Cl－のモ

完了後，塩

分吸着材入りの鉄筋防錆剤(高性能防

鉄筋及びコンクリート面に吹付けた

や防錆剤塗布等の施工状況は CCD

た，はつり深さ測定装置により管理

はつり完了後，施工面にプライマ

遊間部に設置した後(写真-8)，塩分吸

をグラウトポンプにて注入した(写真

 

  

5-2. 漏水対策および予防保全対策

断面修復完了後，型枠を撤去しシ

を噴霧し(写真-10)，コンクリート表

また，伸縮装置部からの漏水対策とし

および樋の設置(写真-11)，壁高欄隙間

 

 

6．まとめ  

実橋での試験施工により，従来補

小遊間部の補修を，交通規制を行わず

他橋への展開も可能であることが確

①打音点検装置，はつり深さ測定装

ンクリート表面被覆(塗装)技術の開発

工法の開発などの課題に対して，改

的に展開を図っていく予定である．
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右：撮影画像）

照合結果 

写真-6 WJによるはつり 写真-7 防

写真-8 型枠設置状況 写真-9

写真写真-10 含浸材塗布装置 
（ワイヤー型移動システム） 

波形の例

防錆ペースト：SJ1)を

(写真-7)．はつり程度

カメラや別途開発し

理を行った． 

マーを塗布し，型枠を

吸着剤入り断面修復材

真-9)． 

 

 

シラン系の表面含侵材

表面の保護を行った．

して，小遊間止水工 2）

間の止水工を行った． 

 

補修が困難であった狭

ず施工ができること，

確認できた．今後は，

装置の精度向上，②コ

発，③転用可能な型枠

改善を加えながら本格

修工法，橋梁と基礎（2012.12） 

部止水工の開発と施工につ

防錆剤吹付後の状況

9 断面修材注入状況 

真-11 止水対策
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